
1 曜日 金

30 時限 ２・３・４

週 授業形態 小テスト・中間テスト・定期試験

1 登校 小テスト２点

2 登校 小テスト２点

3 登校 小テスト２点

4 登校 小テスト５点

5 登校 小テスト２点

6 登校 小テスト２点

7 登校 中間試験２０点

8 登校 小テスト２点

9 登校 小テスト２点

10 登校 小テスト２点

11 登校 小テスト５点

12 登校 小テスト２点

13 登校 小テスト２点

14 登校 定期試験５０点

15 登校

学科・専攻 美容師科
授業
形態

講義
単位
時間

2022年度　科目別　授業計画（シラバス）

科目名 衛生管理Ⅱ
必修
選択

必修 年次 1 開講区分 １セメスター(後期）

3編感染症　1章感染症の各論

教員 山本　繁
【教員実務

経験】
平成29年歯科医師免許取得後、歯科大学総合歯科で、衛生関係
の講義を担当。令和4年度からベルエポックの衛生管理Ⅰを担当

【到達目標】
公衆衛生と環境衛生の基礎知識を学び、衛生管理の学科の重要性を知る

　【授業の学習内容】

感染症の概要、主な感染症、衛生管理技術までの基礎学習を通し、美容師として人と接する責任を持つためには衛生管理の学科知識は大変重要である
ことを理解できるようにする。感染症、衛生管理技術を学び、美容師として人と接する責任として、感染症を予防する基礎知識・技術を習得する。
配布したプリントにある重要な箇所のチェックをし、講義終了前に実施される小テストで学習成果を確認してほしい。

授業計画・内容

3編感染症　1章感染症の総論・人と感染症　病原微生物

3編感染症　1章感染症の総論・感染症の予防

定期試験　フィードバック・成績評価

3編感染症　まとめと復習

4編衛生管理技術　1章　消毒法総論

4編衛生管理技術　2章　消毒法各論１

中間試験

4編衛生管理技術　2章　消毒法各論2

4編衛生管理技術　3章　消毒法実習1

4編衛生管理技術　3章　消毒法実習2

4編衛生管理技術　3章　消毒法まとめ

5編衛生管理の実践例

衛生管理　後期まとめ

定期試験

　【使用教科書・教材・参考書】

衛生管理/日本理容美容教育センター
配布プリント、美容師筆記試験問題集

準備学習
時間外学習

準　　　　　備：
時間外学習：授業のノート整理、項目の復習、過去問題の練習

評価方法

●習熟度　 　：　１００点（到達目標に対する成長具合や習熟度）
◇出　　　席　：　ＴＳ・実践・ＴＢ・ＨＭ・ＢＲ・国Ｂは７０％以上、美容師は出席率８０％以上（下回る場合は単位認定は無し、Ｅ評価となる）
◇合　　　否　：　６０点以上で合格（Ａ：１００～９０　Ｂ：８９～８０　Ｃ：７９～７０　Ｄ：６９～６０）　否（Ｅ：評価資格喪失、Ｆ：５９～０）　、
　　　　　　　　　　実習や習熟度が測れないものについてはＳ・Ｕ評価

受講生への
メッセージ

衛生管理は、美容師になるための基礎知識を学びます。美容師国家試験にも多く出題されますのでしっかりと勉
強しましょう。


